
 2023-25 年度版  
よねやま親善⼤使を招きたい地区・クラブの皆様へ 

よねやま親善⼤使 招へい⼿続きのご案内 
〜 How to Invite a Yoneyama Ambassador 〜 

1. よねやま親善⼤使とは 
よねやま親善大使は、ロータリーや一般社会で米山記念奨学事業のＰＲをし、理解を深める活動

をしています。2023-25 年度は、第 5 代よねやま親善大使に就任した米山学友 3 人（下記参照）

が活動します。活躍する米山学友の代表として、当事業のあらましや自身の活動、ロータリーと

交流し、学んだ経験が人生においてどのように生かされているか等をお話します。地区大会や米

山セミナー、奨学生のオリエンテーションや歓送会等でのスピーチに、ぜひお招きください。 

※原則として、親善⼤使の指名はできません。予定の合う親善⼤使を⽶⼭事務局
の⽅でアレンジさせていただきますので、あらかじめご了承ください。 

 
 

2. 招へいするには 

①親善大使の派遣をご希望の場合は、まず、米山記念奨学会事務局・広報担当（以下、米山事務局）

に電話かメールでご連絡ください（連絡先：文末参照）。派遣申請書をお送りします。 

②派遣申請書にご記入の上、米山事務局にご返送ください。 

③派遣する親善大使が決まりましたら、米山事務局から連絡させていただきます。親善大使のプロ

フィールと連絡先をお知らせしますので、スピーチ内容のご希望や当日の集合時間、待ち合わせ

場所、送迎の有無など、詳細については直接、親善大使と連絡を取って打ち合わせていただくよ

   

陳 瑶 (チン ヨウ) 
（中国/2012-14/四⽇市東ＲＣ） 

大手企業会社員。2018 年度か

ら 2 年間、第 2750 地区米山学

友会会長を務め、今年度からは

同学友会副会長として活動中。

中国国家衛生健康委員会と厚生

労働省、各医科・薬科大学のト

ップ層会談や医学術交流におい

て通訳を担当。愛称は「マリ

オ」さん。 

ウェンブウェベ スマナサラ 
（スリランカ/2018-20/京都中ＲＣ） 
一燈園生活研究所の研究員。

「NPO アショーカ」を設立

し、子どもの教育を支援。ウ

クライナ、スリランカ、イン

ド、ネパールの学生らに対

し、日本語、日本の文化・技

術を教えながら、異文化理解

促進、平和で幸せな世界をつ

くる活動に尽力している。 

イメン ジェブリ 
（チュニジア/2019-21/⻄宮ＲＣ） 
東京理科大学勤務。外国人女性

と日本人女性に奨学金を提供す

る団体(CWAJ)で視覚障害者への

奨学金支給や、英会話教育のボ

ランティア活動を行っている。

36,000 人のフォロワーを持つ

Facebook ページ「Welcome to 

Japan」を運営し、日本文化や

観光地を紹介。 



うお願いいたします。 

④意義ある交流になるよう、地区・クラブの米山奨学委員会の皆様はもちろんのこと、できる限り

多くの会員の皆様、奨学生や学友と交流する機会を設けていただけるようお願いいたします。 

⑤招へい後、2 週間以内に、簡単で結構ですので感想を添えて、当日の写真をメールでお送りくだ

さい。今後の参考にさせていただくと共に、広報媒体で活用させていただきます。 
 

3. 費用について 

【地区の行事：地区大会、ＩＭ、地区主催米山関連セミナー等 に招へいする場合】 

よねやま親善大使の交通費および宿泊費（必要な場合に限る。また上限金額あり）は、米山記念

奨学会が負担します。旅費精算は、親善大使と米山事務局の間で行います。 

なお、行事の登録料、懇親会の食事代などは、招へい元でご負担をお願いいたします。 

基本的に親善大使が自ら旅行手配をしますが、行事の会場ホテル等に宿泊をご手配いただける

場合、奨学会が定める上限金額（12,000 円/泊）を超えないようお願いいたします。 

【クラブの行事：特別な周年行事・9 月～11 月のクラブ例会卓話 に招へいする場合】 

上記の【地区の行事に招へいする場合】と同様となります。 
 

※上記の⽉(9~11 ⽉)を除く⽉における通常の例会の卓話者としてお招きいただく場合
は、よねやま親善⼤使の交通費および宿泊費（必要な場合）、例会や懇親会での⾷事代
などは、恐れ⼊りますが、クラブでご負担をお願いいたします。なお、交通費や宿泊
費を謝礼でご⽤意いただく場合には、かかった実費を下回らないよう、ご配慮をお願
いします。 

 

4. 謝礼について 

よねやま親善大使への謝礼につきましては、謝礼の有無を含めて、地区やクラブのお気持ちにお

任せします。これまでの例では、全く無しの場合もあれば、地域のお菓子などのお土産を渡され

るところ、通例に応じた謝礼をご用意されるところなど、さまざまなようです。 

なお、クラブ例会等に招へいいただく場合は、旅費の実費をご負担いただくか、実費をカバーで

きる金額の謝礼をご用意ください。 
 

5. 注意事項 

①派遣される親善大使の指名は、ご遠慮いただいております。一人に依頼が集中することのないよ

う、米山事務局で調整してアレンジさせていただきますので、あらかじめご了承ください。 

②よねやま親善大使への卓話やスピーチの依頼は、必ず米山事務局を通して行ってください。親善

大使本人に直接コンタクトして了解をもらった場合でも、米山事務局に連絡の上、所定の申請書

をご提出ください。 

③よねやま親善大使のスピーチ時間は、最低でも 20 分以上確保していただけますようお願いいた

します。 

〜よねやま親善⼤使の派遣依頼やお問い合わせは、お気軽に下記までご連絡ください〜 
 
 公益財団法⼈ ロータリー⽶⼭記念奨学会  広報担当：野津
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TEL: 03-3434-8681（9:30〜17:30 ⼟⽇祝休）FAX：03-3578-8281 
Ｅメール： seminar@rotary-yoneyama.or.jp 


